
①ケアラーの負担軽減に関すること

・医療ケアの多い子どもたちも増えてきて、生活介護事業所を増やしてほしい

・医ケア児の保育→看護師必要→時間が限られる→親の就労時間が→看護師2交替？時間を長く

できないか？

・１８歳以降の生活介護事業所が市内にない／（医ケア）があるため

・医療的ケアに対する補助がない

・いつでもケアを受ける人を預けられる場所（神戸で企画中）

・オレンジサポーター 市 草の根でもっと頑張って

・保育士を確保した取り組みのように、社会でケアを担えば社会資源(人)を有用にできる

・夜間・休日の受け入れ先 早朝・夜間のサポート

・介護者がいても使える家事サービス

・訪問看護師さん以外の方で月１回でも訪問していく→その間は家族でおでかけ

・心のケアができれば住みやすいかも・・・

・心と身体の健康のサポート体制がある地域

・補助がない。住宅改修も回数制限有

・障害児支援の時短や勤務調整も必要

・長時間預けられる事業所を増やすため、8時間利用の加算種類を拡充してほしい

・サービスとして存在していても量が足りない

・足りてないサービス作って、特別な加算あれば作りやすいのでは

・ジャンルを分けるから資源が足りない、今の資源を活かしてちょっとプラス

・緊急時のナースコール的な(ケアラーのための)センターがあれば安心感が(夜間も)

・移動支援（近所のちょっとした通院）

タウンミーティング「みんなで考えるケアラー支援」

【テーマ２】こうなったらいいな♪こんなまちにしたい！を
実現するために「大切なこと」 や 「必要なこと」ってなに？


